
※座学と野外学習

【川崎市市制100周年記念講座】

概要

回 月/日(曜) 会場 学習内容 講師名(敬称略)

1 10/10(木) 二ヶ領用水をより深く知るために　素材提供 日本地名研究所研究員　菊地 恒雄

2 10/24(木) 川崎平右衛門定孝の仕事　殖産と治水を中心に

3 10/31(木) 野外学習 川崎平右衛門の旧宅を訪ねる　府中市押立

4 11/21(木)
川崎市

生涯学習プラザ
三沢川の洪水対策　平賀栄治の事業後を追う

5 11/28(木) 野外学習 三沢川放水路・大丸用水・新三沢川橋・上河原堰付近

6 12/ 5(木)
川崎市

生涯学習プラザ
田中休愚の弟子　田沢源太郎

7 12/19(木) 野外学習 生田広福寺境内　田沢家墓地と田沢家

連絡

事項

日本地名研究所研究員

菊地 恒雄

稲田郷土史会会長

鶴見　邦男

※10/10（木）は10時00分より30分間オリエンテーション（野外学習についての連絡等）を実施します。

※見学場所によっては、拝観料・見学料が必要な場合があります。

WS

8

街角の文化遺産に学ぶ―二ヶ領用水番外編

【定員】　30名　　     　  　【受講料】　２年・１年会員ともに10,810円　　 聴講生12,610円

『川崎学』【ワークショップ】 まち歩き（川崎学） 　　【時間】　毎回　講義は10時30分～12時00分、野外学習は10時00分～12時00分（計7回）

二ヶ領用水と関係する六郷用水、大丸用水については2019年度前期・後期に「二ヶ領用水　再検証」を学習しました。その後も様々な講座においても、関連あるできごとな

どを機会を捉えて伝え、意識化してきました。今回は、二ヶ領用水事蹟の中で埋もれてしまい、もっと評価するべき３例について学習し、二ヶ領用水についてより深め、更に学

習課題を知ろうとする。

川崎市

生涯学習

プラザ
元府中郷土の森博物館学芸員

馬場　治子


